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敦賀市 揺れを感じたら、迷わず高台へ避難！
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家族の名前

ここなら安心と思わず、より高い場所を目指して避難しましょう‼
マップ上の浸水想定範囲は、実際に地震が発生した場合、地震の規模などにより、浸水範囲が広がる
おそれがあります。浸水想定範囲外にお住まいの方もすぐに避難できるようにしてください。
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●地震への備え
地震などの被害を最小限に抑えるには、自助（じじょ）、共助

（きょうじょ）、公助（こうじょ）、それぞれが役割を果たしてい
くことが大切です。
「自助」…自分の身を自分の努力によって守ること
「共助」…身近な人たちがお互いに助け合うこと
「公助」…県、市などの行政機関による救助、援助のこと
地震による犠牲者の多くは、地震発生直後の建物倒壊や家具等
の転倒によるものです。また、地震発生後に津波が短時間で襲っ
てくる場合もあります。
行政機関による「公助」は、地震直後の皆さん１人１人に対す
る初期対応に限界があります。
このため、地震直後の災害から身を守るためには、自ら守る「自
助」はもちろん、近隣の人たちが助け合う「共助」が極めて重要
です。

いざというときに適切な行動が出来るように
日頃からよく考えておきましょう

●家庭での防災会議
地震は、いつ起こるか分からないことから、時間帯や誰が在宅してる
かなど、様々なケースを想定し、話し合っておきましょう。
〇家の中での安全な場所
〇避難路、避難場所の確認
〇避難するとき、誰が何を持ち出すかの役割分担
〇家族がバラバラに離れたときの連絡方法
〇災害時の必需品の備え　など

●家具等の転倒防止、家の耐震対策など安全を確保
地震が発生すると、家具等の転倒や家屋の倒壊により下敷きになって、ケガをした
り命が失われたりすることがあります。このため、家具等を金具で固定したり家を地
震から強くすることが、自分自身や家族の命を守るためにとても重要です。
〇家具等の転倒防止
〇ガラス等の飛散防止
〇家屋の倒壊防止　など

●食料、飲料水等の備蓄、非常持出品の備え
地震の発生後は、道路の寸断などにより救助や支援活動が満足にできないことがあ
ります。このため、救助や支援が受けられるまでの食料・飲料水（最低３日分）は、
各家庭で蓄えておきましょう。
また、避難場所への移動や避難場所での生活に必要なもの、ケガの応急手当をする
ための救急薬品なども準備しておきましょう。

地震

気象庁震度階級関連解説表より

消防庁防災マニュアルに一部加筆
敦賀市防災訓練の様子

　地震が発生したときには、落ち着いて身の安全を確保しましょう !!

地域の防災訓練へ積極的に参加しましょう

■�まずは身の安全を確保する
突然大きな揺れに襲われたとき

は、まずは自分の身を安全に守れ
るように心掛けましょう。
棚やテレビが倒れてきたり、棚

に載せてあるものが落ちてきたり
するので、離れて揺れがおさまる
のを待ちましょう。

■�あわてた行動はケガのもと
あわてて行動すると、転倒した

家具類、飛び散ったガラスの破片
等でケガをする恐れがあります。
小さな揺れのとき、または揺れ

がおさまった後に、窓や戸を開け、
出口を確保しましょう。

■初期消火
大きな揺れのときは、机の下な

どに身を伏せ、揺れがおさまるの
を待ってから火を消しましょう。
火災になったときは、周りの人

に大きな声で助けを求めるととも
に、手近にある消火器などで初期
消火をしましょう。

■正しい情報を集める
災害が発生したときには、デマが飛び交いがちです。噂に惑わされず、

テレビ、ラジオ等からの情報に注意し、正しい状況の把握に努めましょう。
市役所からの避難情報がなくても自身の周辺に危険が迫っていると判断

したときには、ためらうことなく避難しましょう。

■危険個所に近づかない
住宅地の路地にあるブロック塀

や石塀は、強い揺れで倒れる危険
があります。揺れを感じたら塀か
ら離れましょう。
電柱や自動販売機も倒れてくる

ことがありますので、そばから離
れましょう。

■避難の前に安全確認
外に出るときも周囲の確認をし

ましょう。ガラスや看板等が落ち
てくる可能性があります。
避難するときには、電気のブレー

カーを切り、ガスの元栓を閉めま
しょう。
我が家の安全を確認後、近所にも

声を掛けて安否を確認しましょう。

■救護活動に協力する（共助）
建物の倒壊や落下物などの下敷

きになった人がいたら、意識がある
かどうかを確認し、励ましましょう。
救出活動には危険が伴う場合が

あるので、近所の人たちや自主防
災組織の人たちと協力して行いま
しょう。

地域によっては、災害発生時はもちろん、日頃から地域の皆さんが一緒
になって防災活動に取り組むための「自主防災組織」が作られています。
「自主防災組織」は、地域内の安全点検や防災訓練の実施など災害に対す
る備えを行い、また、地震が発生したときには、初期消火活動、被害者の救出・
救助といった活動を行うなど、非常に重要な役割を担っています。
地域の皆さんが助け合って災害から身を守れるよう、日頃から地域で行
われる防災訓練へ積極的に参加しましょう。

福井県が、最大クラスの津波を想定し、平成 24年９月及び令和２年 10月に公表した津波浸水想定図、令和５
年２月に指定した津波災害警戒区域に基づき、敦賀市津波ハザードマップを作成しています。

消防庁防災マニュアルに一部加筆

警報、注意報などの種類、とるべき行動
気象庁では、津波による災害の発生が予想される場合には、地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報、津波
注意報を発表します。その後、「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」等の情報を発表します。

予想される津波の高さ

とるべき行動 避難の範囲数値での発表
（発表基準）

巨大地震の
場合の表現

大
津
波
警
報

10m超
（10m<高さ）

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、�
ただちに高台など安全な場所へ
避難してください。
津波は繰り返し襲ってくるの
で、大津波・津波警報が解除さ
れるまで安全な場所から離れな
いでください。

津波ハザード
マップ等で、
浸水が想定さ
れる区域を確
認しておきま
しょう。

また、津波の
規模は様々で
あり、実際に
は浸水想定を
上回る津波が
襲ってくるこ
ともあるので、
最大限の避難
を 心 が け ま
しょう。

10m
（5m<高さ≦10m）

5m
（3m<高さ≦5m）

津
波
警
報

3m
（1m<高さ≦3m） 高い

津
波
注
意
報

1m
（20cm≦高さ≦1m）

（表記しな
い）

海の中にいる人は、ただちに海
から上がって、海岸から離れて
ください。
津波注意報が解除されるまで海
に入ったり海岸に近付いたりし
ないでください。

ここなら安心と思わず、より
高い場所を目指して避難しま
しょう！

〇�何よりも津波から逃げることが大切。避難してから最新の
情報を確認しましょう。

⃝�海の近くで強い揺れを感じたとき、または弱くても長い時間ゆっくりと
した揺れを感じたときは、直ちに「より高いところ」を目指して津波か
ら逃げましょう。
⃝�揺れを感じていなくても、津波警報を見たり聞いたりしたら、急いで逃
げてください。
⃝�津波は繰り返し襲ってきて、あとから来る津波の方が高くなることがあ
ります。避難後は最新の情報を確認し、津波警報が出ている間は避難を
続けてください。 �リーフレット「津波防災」（気象庁ホームページ）より

津波フラッグ
「津波フラッグ」は大津波警報、津波警報、津波注意報が発表されたことをお知らせ
する旗です。
津波警報等は、テレビやラジオ、携帯電話、サイレン、鐘等、様々な手段で伝達され
ますが、令和２年６月から海水浴場等で「津波フラッグ」による視覚的伝達も行われて
います。
海水浴場や海岸付近で津波フラッグを見かけたら、速やかに避難を開始してください。

津波

防災情報を入手する

津波ハザードマップについて
最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域と浸水深を、県知事が設定し公表するもので
す。津波による浸水の危険度を広くお知らせするもので、警戒避難体制の整備などの津波防災地域づくりに関する各種取組
の基礎となる情報です。

津波浸水想定とは？

非常食などの備蓄
食料は最低３日分、飲料水は一人１日３リットルを目安に備蓄しましょう！
大災害が発生するとライフラインが途絶え、被災地以外からの援助が到着するまで数日を要することは、先に発
生した阪神淡路大震災や東日本大震災からも分かります。この数日の間、ご自身や家族の命を守るために「非常持
ち出し品・備蓄品チェックリスト」を活用し、いざというときに備えましょう。

☆循環備蓄（ローリングストック）をしましょう☆
「必要なものを必要な分だけ」を実践し続けるため、備蓄（ストック）している食料や飲み物を賞味期限前に消費し、
消費した分を新しく補充していく方法です。

非常時の持ち出し品・備蓄品　チェックリスト

備蓄のポイント

○両手が使えるリュックサックを使用しましょう。
○避難のことを考え、軽くコンパクトにしましょう。
○家族構成、状況によって必要なものを選びましょう。
○必要なものの優先順位を決めて準備しましょう。
○�定期的に中身をチェックし、季節に応じて入れ替えましょう。

貴
重
品

□�現金（小銭を含む※公衆電話に使用）
□�クルマや家の予備カギ
□�予備のメガネ、コンタクトレンズ
□�銀行の口座番号、保険契約番号
□�健康保険証
□�身分証明書（運転免許証など）
□�印鑑
□�母子手帳

便
利
品
な
ど

□�ヘルメット、防災ずきん
□�懐中電灯（予備電池を含む）
□�笛、ブザー（居場所を知らせるもの）
□�万能ナイフ
□�使い捨てカイロ、マスク
□�ビニール袋
□�アルミ製保温シート
□�毛布
□�スリッパ
□�軍手、皮手袋
□�マッチ、ライター
□�給水袋
□�雨具（レインコート、長靴など）
□�レジャーシート
□�簡易トイレ

情
報
収
集
用
品

□�携帯電話（充電器を含む）
□�防災ラジオ
□�家族の写真（はぐれた時の確認用）
□�緊急時の家族、親戚、知人の連絡先
□�筆記用具

食
料

□�非常食
□�飲料水

衛
生
用
品

□�救急セット
□�常備薬、持病薬
□�タオル
□�トイレットペーパー
□�着替え（下着を含む）
□�ウェットティッシュ

そ
の
他

□�紙おむつ（幼児用、大人用）
□�生理用品
□�粉ミルク、哺乳瓶（赤ちゃんに必要なもの）
□�その他自分の生活に欠かせないもの

チェックリスト

防災情報の入手

敦賀市防災情報配信《X（旧 Twitter）》

https://x.com/tonbo_tsuruga
敦賀市の防災情報用Xアカウント

敦賀市 （公式） アカウント

@tonbo_tsuruga
または、右のQRコードから登録

敦賀市ホームページ
https://www.city.tsuruga.lg.jp/index.html
トップページに緊急情報を表示します。

福井県防災ネット
https://www.bousai.pref.fukui.lg.jp/
dis_portal/index.html
県内の雨量情報、避難情報、開設避難所、
警戒体制、道路規制情報などを表示します。

敦賀市防災メール（トンボメール）

避難指示などの災害情報や気象情報などをお知らせします。
市外・県外にいても利用することができます。

事前登録必要

bousai.tsuruga-city@raiden2.ktaiwork.jp

上記メールアドレスに空メールを送信
または、右のQRコードから登録

Yahoo! 防災速報
https://www.city.tsuruga.lg.jp/about
_city/news_from_division/shiminseika
tsu_bu/kikikanritaisaku_ka/0690000
2020092.html
緊急地震速報や豪雨予測などをお知らせします。

事前登録必要

災害の発生が予測される場合、 以下のように災害情報が伝達されます。
市民の皆さんは、 テレビ・ラジオ・携帯電話・インターネット等を活用して、 積極的に情報収集をしてください。

災害情報の伝達経路

福井県

国土
交通省

気象庁

防災放送チャンネル

防災ラジオ

敦賀市ホームページ

緊急速報メール
トンボメール

広報車・屋外スピーカー

敦賀市
災害対策本部

避難情報など

土砂災害警戒情報

気象警報

防災ラジオは
1 世帯に 1 台
を無償で貸与
しています。

災害の発生が
予測されたら、
定期的に防災
情報をチェック
してください。

災害用伝言ダイヤル１７１ / Web１７１

PLAY

再生 伝言の再生方法 「171」 「2」 市外局番からダイヤル（XXXX）XX-XXXX 伝言を聞く

ご自宅の電話番号、または連絡を
取りたい被災地の方の電話番号

連絡を取りたい被災地の
方の電話番号被災地の方 被災地以外の方

インターネットでのお手続きはこちらから
https://www.web171.jp

※携帯電話による利用もできます。 詳細は

NTT 西日本 災害用伝言ダイヤルホームページ
https://www.ntt-west.co.jp/corporate/disa.html

REC

録音 伝言の録音方法 「171」 「1」 市外局番からダイヤル（XXXX）XX-XXXX 伝言を登録する

防災情報伝達システム（屋外スピーカー）

緊急速報メール（エリアメール）

防災放送チャンネル（092ch）

災害の状況や敦賀市からの避難情報などを、CATVネットワーク及び
WiMAXネットワークによりお知らせするシステムです。

敦賀市では、携帯電話のサービス「緊急速報メール」を利用して、災害・避難情報など
の情報を配信します。（詳しくは携帯電話各社のホームページ等を確認してください）

テレビを「地デジ」に切り替えて、「092」チャンネルに合わせてください。

● 敦賀市からの緊急放送（避難情報など）　● 気象情報（気象警報、竜巻注意情報など）　● 防災情報（自然災害、原子力災害）

災害時は電話がつながりにくくなります。家族や知人の安否確認には、「災害用伝言ダイヤル１７１」「災害用伝言板 Web１７１」を利用しましょう。

断層名 マグニチュードMw

F42 7.28

F49 7.39

F51 7.17

F52 7.34

F53 7.21

断層名 マグニチュードMw

①野坂、B及び大陸棚外縁断層 7.28

②越前堆列付近断層 7.44

③若狭海丘列付近断層 7.63

④佐渡島北方沖断層 7.99

⑵令和２年 10月公表の津波浸水想定シミュレーション
福井県沿岸に最大クラスの津波を起こすと想定される断層５つを選定しています。
浸水想定は、マップ上に「津波災害警戒区域（基準水位）」として、10m四方ごとに地盤面からの高さを色分け
して表示しています。

⑴�平成 24年９月公表の津波浸水想定シミュレーション
福井県沿岸への影響が大きい断層４つを選定しています。
浸水想定は、マップ上に「H24福井県独自浸水想定ライン」として、青線で表示しています。

最大クラスの津波が発生した際に、住民等の生命・身体に危害が生ずるおそれがある区域で県知事が指定するものです。
津波災害警戒区域は、津波浸水想定区域と同じ範囲となり、基準水位（浸水深に建築物等でのせき上げ高を加えた水位）
を表示します。

津波災害警戒区域とは？
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推進計画

Hazard Map

ハザー
ドマッ

プ

浸水が防止される区域

津波浸水想定

宅地の嵩上げ

津波避難ビル

津波避難タワー

津波防護施設
（兼用工作物）

浸水が防止される区域

津波防護施設
（閘門）

指定津波防護施設
（既存道路）

地域の選択により、都道府県知事が｢津波災害特別警戒区域｣を指定できる。

避難路
避難場所（高台）

津波災害警戒区域
・警戒避難体制の整備（避難施設・避難路、
 津波避難訓練、情報伝達等）
・市町村による津波ハザードマップの作成　等

イエローゾーン

緑の防潮堤
海岸堤防

砂浜

津波災害特別警戒区域 オレンジゾーン

津波
①病室等の居室の床面の高さが津波の水深以上　
②病院等の建築を予定した盛土等の開発行為の規制

津波災害特別警戒区域のうち
市町村長が条例で定めた区域

レッドゾーン

住宅等の居室等の
全部が津波の
水深以下

 
 

住宅等の居室等の
一部が津波の
水深以上

 

いのちを守る津波防災地域づくりのイメージ 津波防災地域づくりに関する法律 －津波災害に強い地域づくりに向けて－

津波避難タワー

津波避難ビル

国土交通省ホームページより

津波災害警戒区域内においては基準水位が表示されます

津波浸水想定 津波災害警戒区域

津波
津波

地盤高 浸水深

せき上げ高
基準水位

避難場所の高さが明確化

基準水位は、津波浸水想定に定める浸水深に、建築物等への衝突によるせき上げ高を加えた水位で、津波から避難するう
えでの有効な高さが想定でき、避難施設などの効率的な整備の目安となります。

基準水位とは？

国土交通省ホームページより

敦賀市では特別に警戒が必要な「レッドゾーン」「オレンジゾーン」に該当する区域はありません。イエロー
ゾーンを５段階に色分けしてマップ上に示しています。


